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秋田県配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する

第５期基本計画策定に関する検討委員会設置要綱

（設置目的）

第１条 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律 （平成13年法律第」

31号）第２条の３の規定に基づき 「秋田県配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護、

等に関する第５期基本計画」を策定するに当たり、関係者の幅広い参画を得てその内

容を検討する検討委員会（以下「委員会」という ）を設置する。。

（所掌事項）

第２条 委員会は、秋田県配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する第５期

基本計画の策定に関することを所掌する。

（組 織）

第３条 委員会は、別表に掲げる委員をもって構成するものとし、知事が委嘱する。

２ 委員の任期は、令和２年３月３１日までとする。

３ 委員会には、委員の互選により委員長及び副委員長を置く。

４ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。

５ 委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代理する。

（会 議）

第４条 委員会は、委員長が招集し、委員長が議長となる。

２ 委員会は、委員長又は副委員長を含む４人以上が出席しなければ開くことができな

い。

３ 委員会は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聞くことがで

きる。

（会議の公開）

第５条 検討委員会の会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、

公正かつ円滑な議事運営に著しい支障が生じる場合は、公開しないことができる。

２ 委員長は、会議を非公開とする場合は、検討委員会に諮ってこれを決定する。

３ 前項の規定により、会議を公開しないことを決定したときは、委員長はその理由を

明らかにしなければならない。
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（庶 務）

第６条 委員会の庶務は、健康福祉部地域・家庭福祉課において行う。

（その他）

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別

に定める。

附 則

１ 施行期日 令和元年９月９日

２ この要綱は、令和２年３月３１日限り、その効力を失う。
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区　　分 氏　　名 所　属　（　役　職　）等

学識者 米山　奈奈子
秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
地域生活支援看護学講座
精神看護学分野　教授

母子生活支援施設 小林　儀貴 秋田県母子福祉協議会　会長

医師 内藤　信吾 一般社団法人秋田県医師会　常任理事

弁護士 髙橋　重剛
秋田弁護士会
両性の平等に関する委員会委員長

市町村代表 伊藤　ひろみ 大仙市企画部男女共同参画推進室　室長

民間代表 中鉢　美之 びーらぶ秋田　代表

第５期秋田県配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に

 関する基本計画策定に関する検討委員会　委員名簿　　
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年 月 検討委員会 パブリックコメント等 備　考

9 【庁内】実績まとめ ○検討委員会設置

・現計画の取組状況の検証
・現状の認識と課題の整理
・策定スケジュール・方針
・施策の取組状況と課題
・施策の推進方向について

10 【庁内】個別検討 ○第１回検討委員会 ・計画素案の検討

11 【庁内】個別検討 ○第２回検討委員会 ・計画素案の検討

12
○県議会常任委員会
   へ報告

2
年

1 【庁内】個別検討 ○パブリックコメントの
　 実施（１ｶ月）

・ホームページ等に掲載
・パブリックコメントの検討
・計画案の検討

2
○県議会常任委員会
   へ報告

3 ○第３回検討委員会 ○基本計画の公表

・計画案の最終検討
・印刷製本
・関係機関へ配布
・ホームページに掲載

第５期秋田県配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画
改定スケジュール

課内（庁内）作業

令
和
元
年
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【
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○
人
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擁

護
と
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等

の
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県
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等
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暴
力
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V
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）
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被
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施
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基
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し
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す
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。
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止

に
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す
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組

み
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、
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め

て
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こ
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支

援
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充
実

と
民

間
支

援
団

体
等

と
の

連
携

に
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を
入

れ
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Ｄ
Ｖ

を
許

さ
な

い
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の

形
成
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計

画
の

性
格

】
○

配
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者
暴
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項

　
に
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計
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画
の

期
間
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○

令
和
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６
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５

年
間

【
計

画
の
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進

体
制
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○
推

進
体

制
　

　

　
　

県
民

の
理

解
と

協
力

を
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な
が
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、

関
係

機
関

（
市

町
村

、
民

間
団

体
等
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と

の
連

携

　
　

を
強

化
し

施
策

の
推

進
を

図
る

。

　
○

進
行

管
理

　
　

　
　

進
捗

状
況

や
取

組
状

況
に

つ
い

て
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「
秋

田
県

Ｄ
Ｖ

防
止

対
策

連
絡

協
議

会
」

に
お

い

　
　

て
計

画
の

進
行

管
理

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

内
容

の
見

直
し

を
行

う
。

第
５
期
秋
田
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
基
本
計
画
の
概
要

１
．

基
本

理
念

　
　

「
　

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
を

許
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な
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Ⅲ
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を
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９
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携
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携
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Ⅰ
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な
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と
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権
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強
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２
 加
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Ⅱ
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携

に
よ

る
Ｄ

Ｖ
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

啓
発

・

　
広

報
等

の
実

施

○
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○
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進

○
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・
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を
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○
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○
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○
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宅
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保

護
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離
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司
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手
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す
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援
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性
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談
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の
心
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当
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精
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保
健

福
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被
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者
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○
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援

○
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市
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に
お

け
る

地
域

に
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進
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対
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ッ
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築
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・
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携
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携

○
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と
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携
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等
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○
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関
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等
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強
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○
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談
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向
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遇

改
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○
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ル
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ル
ス
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実
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○
児

童
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と
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連
携

に
よ
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安
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確

保
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心
の

ケ
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等
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○
学

習
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ラ
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テ
ィ
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の

活
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と
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育
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と

の
連

携
に

よ
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学
習

機
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提
供

６
 迅

速
で

安
全

な
保

護
体

制
の

促
進

４
 相

談
・
支

援
の

推
進

７
 同

伴
児

童
へ

の
支

援
の

充
実

５
 市

町
村

（
地

域
）
に

お
け

る
取

組
の

強
化

第
２

章
　

Ｄ
Ｖ

に
関

す
る

取
組

状
況

と
課

題
第

３
章

　
基

本
目

標
別

施
策

県
民

の
理

解
の

促
進

Ｄ
Ｖ

に
関

す
る

理
解

を
深

め
て

い
く

た
め

に
は

、
多

く
の

県
民

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
不

可
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で
あ

り
、

民
間

支
援

団
体

等
の

連
携

協
力

の
も

と
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よ
り

き
め

細
か

に
幅

広
く

周
知

を
図

っ
て

い
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必
要

が
あ

る
。

Ｄ
Ｖ

防
止

の
予

防
的

観
点

か
ら

、
学
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家
庭

・
地

域
に

お
い

て
、

人
権

教
育

や
若
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者

へ
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教
育

啓
発

を
継

続
的

に
行

う
ほ

か
、

障
害

を
抱

え
た

方
か

ら
の

Ｄ
Ｖ

相
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も
あ
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こ

と
か

ら
、

様
々

な
被

害
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遭
う

リ
ス
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を

早
期

か
ら

教
育

す
る

必
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が
あ

る
。
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な
相

談
へ

の
対

応

Ｄ
Ｖ

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
相

談
件

数
は

減
少

傾
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に
あ

る
が

、
男

性
や

外
国

人
、

障
害

者
か

ら
の

相
談

も
寄
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ら

れ
て

お
り

、
被

害
者

に
も

加
害

者
に

も
な

ら
な

い
た

め
に

、
性

別
や

立
場

を
問

わ
ず

相
談

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。

Ｄ
Ｖ

被
害

者
の

回
復

に
は

自
助

グ
ル

ー
プ

へ
の

参
加

が
有

効
と

さ
れ

て
い

る
が

、
県

内
で

は
被

害
者

の
組

織
化

は
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

民
間

支
援

団
体

等
と

連
携

し
、

当
事

者
同

士
が

集
い

悩
み

を
相

談
で

き
る

場
の

提
供

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

職
務

関
係

者
に

対
す

る
研

修
及

び
啓

発

Ｄ
Ｖ

は
民

生
委

員
・

児
童

委
員

や
福

祉
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医
療

関
係

者
な

ど
、

Ｄ
Ｖ

被
害

者
を

発
見

し
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す
い
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気

付
き

、
支

援
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つ
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あ
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た

め
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関
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を

図
り

、
各

機
関

に
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

被
害

者
等

の
保

護
及

び
安

全
確

保

Ｄ
Ｖ

を
理

由
に

一
時

保
護

さ
れ

た
者

の
数

は
横

ば
い

傾
向

に
あ

る
た

め
、

引
き

続
き

緊
急

時
の

保
護

や
移

送
等

、
関

係
機

関
と

連
携

を
要

す
る

場
合

の
情

報
共

有
や

連
絡

体
制

に
つ

い
て

、
共

通
認

識
の

も
と

対
応

で
き

る
よ

う
協

力
体

制
を

構
築

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

被
害

者
等

の
保

護
に

あ
た

っ
て

は
被

害
者

等
の

安
全

確
保

と
と

も
に

、
職

務
関

係
者

等
の

安
全

確
保

も
重

要
で

あ
り

、
加

害
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

理
解

し
統

一
し

た
対

応
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

Ｄ
Ｖ

対
応

と
児

童
虐

待
対

応
の

連
携

強
化

Ｄ
Ｖ

と
児

童
虐

待
の

特
性

や
関

連
性

を
理

解
し

、
関

係
機

関
の

連
携

を
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

第
１

章
　

計
画

策
定

の
趣

旨

２
．

基
本

目
標

と
重

点
施

策
○ ・ ・ ○ ・ ・ ○ ・ ○ ・ ・ ○ ・
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Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
流
れ
と
関
係
機
関
の
連
携

県
民

民
生
・
児
童
委
員

人
権
擁
護
委
員

医
療
関
係
者

弁
護
士

学
校
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

保
健
所
・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

児
童
相
談
所

国
際
交
流
協
会

（
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
）

高
齢
者
総
合
相
談
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

民
間
支
援
団
体

等
警

察

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｖ
被
害
者

女
性
相
談
所

一
時
保
護
所

そ
の
他
の
施
設

高
齢
者
・
障
害
者

施
設
等
の
利
用

実
家
・
親
戚

知
人
・
友
人
宅

他
法
・
他
施
策
に
よ
る
保
護

市
町
村

一
時
保
護
が
必
要
な
場
合

連
携

発 見 ・ 相 談 保 護 自 立 支 援

避
難
・
保
護

自
立
支
援

連
携

相
談

相
談
支
援
・
窓
口
の
案
内

発
見
・
通
報

窓
口
の
利
用
・
相
談

医
療
機
関

一
時
保
護
期
間
中
の
医
療

県

警
察

被
害
防
止
の
た
め
の
措
置
・援
助

福
祉
事
務
所

生
活
保
護
（医
療
扶
助
等
）

学
校
・
保
育
所

子
ど
も
の
安
全
対
策
・学
習
支
援

児
童
相
談
所

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
・同
伴
児
童
の
一
時
保
護

Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
－

相
談
、
情
報
提
供
、
各
種
手
続
き
の
助
言
指
導
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

福
祉
事
務
所

生
活
保
護
、
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
入
所
等

保
健
所
・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
－

こ
こ
ろ
の
ケ
ア

民
間
支
援
団
体

相
談
、
各
種
手
続
き
の
支
援
、
情
報
交
換
・交
流

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
生
活
支
援
等

警
察

保
育
所
・学
校
・
教
育
委
員
会
等

弁
護
士

医
療
機
関

市
町
村

医
療
的
ケ
ア
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

保
育
及
び
就
学
支
援
、
安
全
確
保

住
宅
・福
祉
・保
育
・就
学
等
の
各
種
手
続
き

安
全
確
保

司
法
手
続
き

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

就
労
支
援
・職
業
訓
練
・
雇
用
保
険
等
手
続
き

児
童
相
談
所

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア

公
営
住
宅
、
就
労

支
援
、
婦
人
保
護

施
設
の
入
所
等
の

各
種
施
策
の
総
合

調
整

国
際
交
流
協
会

相
談
、
通
訳
等

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

（
県
内
７
地
域
）

秋
田
県
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
連
絡
協
議

市
町
村
・
関
係
機
関
主
催
に
よ
る

各
関
係
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
会
議

女
性
相
談
所

県
福
祉
事
務
所

県
中
央
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
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●　ＤＶ相談支援センター

名称 郵便番号 住　　所 電　話 備　考

1 女性相談所 010-0864 秋田市手形住吉町4-26 018-835-9052
ＤＶﾎｯﾄﾗｲﾝ

0120-783-251

2 北福祉事務所 018-5601 大館市十二所字平内新田237-1 0186-52-3951

（鷹巣阿仁福祉環境部） 018-3393 北秋田市鷹巣字東中岱76-1 0186-62-1256

3 山本福祉事務所 016-0815 能代市御指南町1-10 0185-55-8020

4 中央福祉事務所 018-1402 潟上市昭和乱橋字古開172-1 018-855-5175

（由利地域振興局福祉環境部） 015-0885 由利本荘市水林408 0184-22-4120

5 南福祉事務所 013-8503 横手市旭川1-3-46 0182-32-3294

（仙北地域振興局福祉環境部） 014-0062 大仙市大曲上栄町13-62 0187-63-3403

6 中央男女共同参画センター 010-0001 秋田市中通2-3-8 018-836-7846

　　

●　警察本部・各警察署

名称 郵便番号 住　　所 電　話 備　考

1 警察本部（県民安全相談センター） 010-0951 秋田市山王4-1-5 018-864-9110

2 鹿角警察署 018-5201 鹿角市花輪字向畑100 0186-23-3321

3 大館警察署  017-0864 大館市根下戸新町1-70  0186-42-4111

4 北秋田警察署  018-3331 北秋田市鷹巣字下家下1  0186-62-1245

5 能代警察署 016-0811 能代市日吉町1-24 0185-52-4311

6 五城目警察署 018-1721 南秋田郡五城目町字七倉178-4 018-852-4100

7 男鹿警察署 010-0511 男鹿市船川港船川字新浜町1-4 0185-23-2233

8 秋田臨港警察署 011-0945 秋田市土崎港西三丁目1-8 018-845-0141

9 秋田中央警察署 010-0875 秋田市千秋明徳町1-9 018-835-1111

10 秋田東警察署 010-1407 秋田市上北手百崎字内山60-2 018-825-5110

11 由利本荘警察署 015-0817 由利本荘市中町27 0184-23-4111

12 大仙警察署 014-0063 大仙市大曲日の出町1-1-30 0187-63-3355

13 仙北警察署 014-0378 仙北市角館町西野川原34-6 0187-53-2111

14 横手警察署 013-0043 横手市安田字越廻71 0182-32-2250

15 湯沢警察署 012-0857 湯沢市千石町一丁目3-5 0183-73-2127

相　談　・　通　報　先　一　覧

（平成 ３１年４月１日現在）
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●　市町村におけるＤＶ相談窓口

名称 郵便番号 住　　所 電　話 備　考

1 010-8506 秋田市東通仲町４－１　アルヴェ５階 018-887-5698

2 016-8501 能代市上町１番３号 0185-89-2947

3 013-0036 横手市駅前町1番21号　Y
２
ぷらざ　3F 0182-35-2158

4 017-0897 大館市字三ノ丸103番地4 0186-43-7054

5 男鹿市市民福祉部福祉課 010-0595 男鹿市船川港船川字泉台66番地1 0185-24-9117

6 012-8501 湯沢市佐竹町１－１ 0183-78-0166

7 018-5201 鹿角市花輪字下花輪５０ 0186-30-0235

8 015-8501 由利本荘市尾崎１７番地 0184-24-6319

9 潟上市福祉保健部社会福祉課 010-0201 潟上市天王字棒沼台226-1 018-853-5314

10 014-0027 大仙市大曲通町8-36Anbee大曲2階 0187-88-8039

11 018-3392 北秋田市花園町19番1号 0186-62-6638

12 018-0492 にかほ市平沢字鳥ノ子渕２１番地 0184-32-3040

13 010-0592 仙北市西木町上荒井字古堀田47 0187-43-2288

14 017-0292 小坂町小坂字上谷地４１－１ 0186-29-3925

15 018-4494 上小阿仁村小沢田字向川原118番地 0186-77-2222

16 018-3201 山本郡藤里町藤琴字藤琴8番地 0185-79-2113

17 018-2401 三種町鵜川字岩谷子８番地 0185-85-2190

18 018-2502 八峰町峰浜目名潟字目長田118 0185-76-4608

19 018-1792 五城目町西磯ノ目１丁目１－１ 018-852-5128

20 018-1692 八郎潟町字大道８０番地 018-875-5808

21 018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1 018-874-4417

22 010-0494 南秋田郡大潟村中央１－１ 0185-45-2114

23 019-1541 仙北郡美郷町土崎字上野乙170-10 0187-84-4907

24 012-1131 羽後町西馬音内字中野１７７番地 0183-62-2111

25 019-0801 東成瀬村田子内字仙人下３０番地１ 0182-47-3405東成瀬村民生課

五城目町健康福祉課

八郎潟町福祉課

井川町町民課　

大潟村住民生活課

美郷町福祉保健課

羽後町福祉保健課

仙北市福祉保健部社会福祉課

小坂町福祉課

上小阿仁村住民福祉課

藤里町町民課　

三種町福祉課

八峰町福祉保健課

湯沢市福祉保健部子ども未来課

鹿角市健康福祉部子育て・長寿課

由利本荘市健康福祉部子育て支援課

大仙市企画部男女共同参画推進室

北秋田市健康福祉部福祉課　

にかほ市市民福祉部福祉事務所子育て長寿支援課

（平成３１年４月１日現在）

秋田市子ども未来部 子ども未来センター

能代市市民福祉部子育て支援課

横手市まちづくり推進部地域づくり支援課

大館市福祉部子ども課
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配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための施策に関する 

基本的な方針（概要） 

 

                     平 成 2 5 年 1 2 月 2 6 日 

                   内閣府、国家公安委員会、 

                   法務省、厚生労働省告示第 1 号 

 

                    ※ 令和２年３月 23 日 最終改正  

 

第１ 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する基本的な事項 

 １ 基本的な考え方 

   配偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害である。 

 ２ 我が国の現状 

   平成 13 年４月、法が制定され、基本方針の策定等を内容とする平成 16 年５

月、平成 19 年７月、平成 26 年１月の法改正を経て、令和元年６月、児童虐待

防止対策及び配偶者からの暴力の被害者の保護対策の強化を図るため、被害者

の保護に当たり、相互に連携協力を図るべき機関として児童相談所を明記する

等の改正が行われた。 

 ３ 基本方針並びに都道府県基本計画及び市町村基本計画 

 （１）基本方針 

    基本方針は、都道府県基本計画及び市町村基本計画の指針となるべきもの

である。基本方針の内容についても、法と同様、生活の本拠を共にする交際

相手からの暴力及び被害者について準用することとする。 

 （２）都道府県基本計画及び市町村基本計画 

    基本計画は、第一線で中心となって施策に取り組む地方公共団体が策定す

るものである。策定に当たっては、それぞれの都道府県又は市町村の状況を

踏まえた計画とするとともに、都道府県と市町村の役割分担についても、基

本方針を基に、地域の実情に合った適切な役割分担となるよう、あらかじめ

協議することが必要である。被害者の立場に立った切れ目のない支援のた

め、都道府県については、被害者の支援における中核として、一時保護等の

実施、市町村への支援、職務関係者の研修等広域的な施策等、市町村につい

ては、身近な行政主体の窓口として、相談窓口の設置、緊急時における安全

の確保、地域における継続的な自立支援等が基本的な役割として考えられ

る。 

 

第２ 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の内容に関する事項 

 １ 配偶者暴力相談支援センター 

   都道府県の支援センターは、都道府県における対策の中核として、処遇の難
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しい事案への対応や専門的・広域的な対応が求められる業務にも注力すること

が望ましい。市町村の支援センターは、身近な行政主体における支援の窓口と

して、その性格に即した基本的な役割について、積極的に取り組むことが望ま

しい。また、民間団体と支援センターとが対等な関係性において、必要に応

じ、機動的に連携を図りながら対応することが必要である。 

 ２ 婦人相談員 

   婦人相談員は、被害者に関する各般の相談に応じるとともに、その態様に応

じた適切な援助を行うことが必要である。 

 ３ 配偶者からの暴力の発見者による通報等 

 （１）通報 

    都道府県及び市町村は、被害者を発見した者は、その旨を支援センター又

は警察官に通報するよう努めることの周知を図ることが必要である。医師そ

の他の医療関係者等は、被害者を発見した場合には、守秘義務を理由にため

らうことなく、支援センター又は警察官に対して通報を行うことが必要であ

る。 

 （２）通報等への対応 

    支援センターにおいて、国民から通報を受けた場合は、通報者に対し、被

害者に支援センターの利用に関する情報を教示してもらうよう協力を求める

ことが必要である。医療関係者から通報を受けた場合は、被害者の意思を踏

まえ、当該医療機関に出向く等により状況を把握し、被害者に対して説明や

助言を行うことが望ましい。警察において、配偶者からの暴力が行われてい

ると認めた場合は、暴力の制止に当たるとともに、応急の救護を要すると認

められる被害者を保護することが必要である。 

 ４ 被害者からの相談等 

 （１）配偶者暴力相談支援センター 

    電話による相談があった場合は、その訴えに耳を傾け、適切な助言を行う

こと、また、面接相談を行う場合は、その話を十分に聴いた上で、どのよう

な援助を求めているのかを把握し、問題解決に向けて助言を行うことが必要

である。 

 （２）警察 

    被害者からの相談において意思決定を支援するなど、被害者の立場に立っ

た適切な対応を行うとともに、相談に係る事案が刑罰法令に抵触すると認め

られる場合には、被害者の意思を踏まえ捜査を開始するほか、刑事事件とし

て立件が困難であると認められる場合であっても、加害者に対する指導警告

を行うなどの措置を講ずることが必要である。被害者から警察本部長等の援

助を受けたい旨の申出があり、その申出を相当と認めるときは、国家公安委

員会規則で定めるところにより、必要な援助を行うことが必要である。 

 （３）人権擁護機関 
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    支援センター、警察等と連携を図りながら、被害者に必要な助言、婦人相

談所等一時保護施設等への紹介等の援助を行うなど、被害者の保護、救済に

努める。 

（４）民間団体との連携 

    配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図るための活動を行う民間団

体では、相談業務、同行支援、自立支援など大きな役割を担っている。 

 ５ 被害者に対する医学的又は心理学的な援助等 

 （１）被害者に対する援助 

    婦人相談所において、医師、心理判定員等、支援にかかわる職員が連携し

て被害者に対する医学的又は心理学的な援助を行うことが必要である。ま

た、被害者が、地域での生活を送りながら、身近な場所で相談等の援助を受

けられるよう、支援センターは、カウンセリングを行うことや、専門家や民

間団体等と連携し、適切な相談機関を紹介するなどの対応を採ることが必要

である。 

 （２）子どもに対する援助 

    児童相談所において、医学的又は心理学的な援助を必要とする子どもに対

して、精神科医や児童心理司等が連携を図りながら、カウンセリング等を実

施することが必要である。また、学校及び教育委員会並びに支援センター

は、学校において、スクールカウンセラー等が相談に応じていること等につ

いて、適切に情報提供を行うことが必要である。 

 （３）医療機関との連携 

    支援センターは、被害者本人及びその子どもを支援するに当たって、専門

医学的な判断や治療を必要とする場合は、医療機関への紹介、あっせんを行

うことが必要である。 

 ６ 被害者の緊急時における安全の確保及び一時保護等 

 （１）緊急時における安全の確保 

    婦人相談所の一時保護所が離れている等の場合において、緊急に保護を求

めてきた被害者を一時保護が行われるまでの間等に適当な場所にかくまう、

又は避難場所を提供すること等の緊急時における安全の確保は、身近な行政

主体である市町村において、地域における社会資源を活用して積極的に実施

されることが望ましい。 

 （２）一時保護 

    一時保護は、配偶者からの暴力を避けるため緊急に保護すること等を目的

に行われるものであるから、夜間、休日を問わず、一時保護の要否判断を速

やかに行う体制を整えることが必要である。また、それぞれの被害者の状況

等を考慮し、被害者にとって最も適当と考えられる一時保護の方法及び施設

を選定することが必要である。 

 （３）婦人保護施設等 
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    婦人保護施設は、適切な職員を配置し、心身の健康の回復や生活基盤の安

定化と自立に向けた支援を行うことが必要である。母子生活支援施設は、適

切な職員を配置し、子どもの保育や教育等を含め、母子について心身の健康

の回復や生活基盤の安定化と自立に向けた支援を行うとともに、退所後につ

いても相談その他の援助を行うことが必要である。 

 （４）広域的な対応 

    都道府県域を越えて一時保護・施設入所がなされる広域的な対応も増加し

ており、これら地方公共団体間の広域的な連携を円滑に実施することが必要

である。 

 ７ 被害者の自立の支援 

 （１）関係機関等との連絡調整等 

    支援センターが中心となって関係機関の協議会等を設置し、関係機関等の

相互の連携体制について協議を行うとともに、各機関の担当者が参加して、

具体的な事案に即して協議を行う場も継続的に設けることが望ましい。ま

た、手続の一元化や同行支援を行うことにより、被害者の負担の軽減と、手

続の円滑化を図ることが望ましい。 

 （２）被害者等に係る情報の保護 

    支援センターは、住民基本台帳の閲覧等に関し、被害者を保護する観点か

ら、加害者からの請求又は申出については閲覧させない等の措置が執られて

いることについて、情報提供等を行うことが必要である。また、住民基本台

帳からの情報に基づき事務の処理を行う関係部局においては、閲覧等の制限

の対象となっている被害者について、特に厳重に情報の管理を行うことが必

要である。 

 （３）生活の支援 

    福祉事務所及び母子・父子自立支援員においては、法令に基づき被害者の

自立支援を行うことが必要である。福祉事務所においては、被害者が相談・

申請を行う場所や、生活保護の申請を受けて、扶養義務者に対して扶養の可

能性を調査する際の方法や範囲等に関し、被害者の安全確保の観点から適切

に配慮することが必要である。 

 （４）就業の支援 

    公共職業安定所や職業訓練施設においては、被害者一人一人の状況に応じ

たきめ細かな就業支援に積極的に取り組むことが必要である。また、子ども

のいる被害者については、母子家庭等就業・自立支援センターにおける就業

相談等の活用についても積極的に促すことが必要である。 

 （５）住宅の確保 

    公営住宅の事業主体において、被害者の自立支援のため、公営住宅の優先

入居や目的外使用等の制度が一層活用されることが必要である。また、都道

府県等においては、身元保証人が得られないことでアパート等の賃借が困難
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となっている被害者のための身元保証人を確保するための事業の速やかな普

及を図ることが望ましい。 

 （６）医療保険 

    婦人相談所等が発行する証明書を持って保険者に申し出ることにより、健

康保険における被扶養者又は国民健康保険組合における組合員の世帯に属す

る者から外れること、また、第三者行為による傷病についても、保険診療に

よる受診が可能であること等の情報提供等を行うことが必要である。 

 （７）年金 

    被害者が年金事務所において手続をとることにより、国民年金原簿等に記

載されている住所等が知られることのないよう、秘密の保持に配慮した取扱

いが行われること等について、情報提供等を行うことが必要である。 

 （８）子どもの就学･保育等 

    支援センターは、被害者等の安全の確保を図りつつ、子どもの教育を受け

る権利が保障されるよう、教育委員会、学校と連絡をとるとともに、被害者

に対し、必要な情報提供を行うことが必要である。国においては、市町村に

対し、保育所への入所については、母子家庭等の子どもについて、保育所入

所の必要性が高いものとして優先的に取り扱う特別の配慮を引き続き求める

よう努める。また、支援センターにおいては、住民基本台帳への記録がなさ

れていない場合であっても、予防接種や健診が受けられることについて、情

報提供等を行うことが必要である。 

 （９）その他配偶者暴力相談支援センターの取組 

    離婚調停手続等について各種の法律相談窓口を紹介するなど、被害者の自

立を支援するために必要な措置を講ずることが望ましい。資力の乏しい被害

者が無料法律相談等民事法律扶助制度を利用しやすくするため、日本司法支

援センターに関する情報の提供を行うことが望ましい。また、住民基本台帳

への記録がなされていない場合の介護給付等の扱いについて情報提供を行う

ことが必要である。 

 ８ 保護命令制度の利用等 

 （１）保護命令制度の利用 

    被害者が保護命令の申立てを希望する場合には、申立先の裁判所や申立書

等の記入方法等についての助言を行うとともに、保護命令の手続の中で、申

立書や添付した証拠書類の写し等が裁判所から相手方に送付されること、緊

急に保護命令を発令しなければ被害者の保護ができない場合において、暴力

等の事実など保護命令の発令要件の証明が可能なときは、裁判所に対し、審

尋等の期日を経ずに発令するようにその事情を申し出ることができること等

について、被害者に対し説明することが必要である。 

 （２）保護命令の通知を受けた場合の対応 

   ア 警察 
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     速やかに被害者と連絡を取り、被害者の意向を確認した上で被害者の住

所又は居所を訪問するなどして、緊急時の迅速な通報等について教示する

ことが必要である。また、加害者に対しても、保護命令の趣旨及び保護命

令違反が罪に当たることを認識させ、保護命令が確実に遵守されるよう指

導警告等を行うことが必要である。 

   イ 配偶者暴力相談支援センター 

     速やかに被害者と連絡を取り、安全の確保や、親族等への接近禁止命令

が出された場合には、当該親族等へその旨連絡すること等、保護命令発令

後の留意事項について情報提供を行うことが必要である。また、警察と連

携を図って被害者の安全の確保に努めることが必要である。 

 ９ 関係機関の連携協力等 

 （１）連携協力の方法 

    被害者の支援のためには、関係機関が共通認識を持ち、日々の相談、一時

保護、自立支援等様々な段階において、緊密に連携しつつ取り組むことが必

要である。 

 （２）関係機関による協議会等 

    関係部局や機関の長により構成される代表者会議、被害者の支援に直接携

わる者により構成される実務者会議、実際の個別の事案に対応する個別ケー

ス検討会議等、重層的な構成にすることが望ましい。参加機関としては、都

道府県又は市町村の関係機関はもとより、関係する行政機関、民間団体等に

ついて、地域の実情に応じ、参加を検討することが望ましい。 

 （３）関連する地域ネットワークの活用 

    関連の深い分野における既存のネットワークとの連携や統合により、関連

施策との連携協力を効果的かつ効率的に進めることについても、検討するこ

とが望ましい。 

 （４）広域的な連携 

    市町村又は都道府県の枠を越えた関係機関の広域的な連携が必要になる場

合も考えられることから、あらかじめ、近隣の地方公共団体と連携について

検討しておくことが望ましい。 

 （５）連携協力の実効性の向上 

    配偶者からの暴力対応と児童虐待対応の関係機関の連携協力については、

研修の拡充等により、配偶者からの暴力及び児童虐待の特性並びに連携の在

り方等に係る理解促進を図り、その実効性を向上させることが必要である。 

 10 職務関係者による配慮・研修及び啓発 

 （１）職務関係者による配慮 

    職務関係者は、配偶者からの暴力の特性等を十分理解した上で、被害者の

立場に配慮して職務を行うことが必要である。特に被害者と直接接する場合

は、被害者に更なる被害（二次的被害）が生じることのないよう配慮するこ

-　76　-



  

とが必要である。職務を行う際は、被害者等に係る情報の保護に十分配慮す

ることが必要である。また、被害者には、外国人や障害者である者等も当然

含まれていること等に十分留意しつつ、それらの被害者の立場に配慮して職

務を行うことが必要である。 

 （２）職務関係者に対する研修及び啓発 

    研修及び啓発の実施に当たっては、配偶者からの暴力の特性や被害者の立

場を十分に理解した上での対応が徹底されるよう配慮することが必要であ

る。特に、被害者と直接接する立場の者に対する研修及び啓発においては、

二次的被害の防止の観点が重要である。 

 11 苦情の適切かつ迅速な処理 

   関係機関においては、申し出られた苦情について、誠実に受け止め、適切か

つ迅速に処理し、必要に応じ、職務の執行の改善に反映するとともに、可能な

限り処理結果について申立人に対する説明責任を果たすことが望ましい。 

 12 教育啓発 

 （１）啓発の実施方法と留意事項 

    啓発の実施に際しては、関係機関が連携協力して取り組むことが効果的だ

と考えられる。啓発を通じて、地域住民に対して、配偶者からの暴力に関す

る的確な理解と協力が得られるよう努めることが必要である。 

 （２）若年層への教育啓発 

    配偶者からの暴力の防止に資するよう、学校・家庭・地域において、人権

尊重の意識を高める教育啓発や男女平等の理念に基づく教育等を促進するこ

とが必要である。 

 13 調査研究の推進等 

 （１）調査研究の推進 

    国においては、加害者の更生のための指導の方法に関する調査研究につい

て、いかに被害者の安全を高めるか等をその目的とするよう留意して、配偶

者からの暴力に関する加害者に対する指導等の実施に向け、地域社会内にお

ける加害者更生プログラムを含む加害者対応と連動させた包括的な被害者支

援体制の構築についての検討に努める。また、被害者の心身の健康を回復さ

せるための方法等について、配偶者からの暴力の被害の実態把握や被害者の

自立支援に寄与するため、調査研究の推進に努める。 

 （２）人材の育成等 

    関係機関は、被害者の支援に係る人材の育成及び資質の向上について、職

務関係者に対する研修等を通じ、十分配慮することが必要である。 

 14 民間の団体に対する援助等 

   配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図るためには、国、都道府県及

び市町村と、民間団体等とが対等な立場で緊密に連携を図りながら、より効果

的な施策の実施を図っていくことが必要である。どのような連携を行うかは、
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それぞれの地域の実情と民間団体等の実態等を踏まえ、それぞれの都道府県又

は市町村において判断することが望ましい。 

 

第３ その他配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関す

る重要事項 

 １ 基本方針に基づく施策の実施状況に係る評価 

   国及び地方公共団体における施策の実施状況等を把握するとともに、基本方

針に基づく施策の実施状況に係る評価を適宜行い、必要があると認めるとき

は、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。 

 ２ 基本計画の策定・見直しに係る指針 

 （１）基本計画の策定 

    基本計画の策定に際しては、その地域における配偶者からの暴力をめぐる

状況や施策の実施状況を把握することが必要である。策定に当たっては、基

本方針に掲げた各項目の関係部局が連携して取り組むことが望ましい。ま

た、被害者の支援に取り組む民間団体等広く関係者の意見を聴取することが

望ましい。 

 （２）基本計画の見直し等 

    基本計画については、基本方針の見直しに合わせて見直すことが必要であ

る。なお、計画期間内であっても、新たに基本計画に盛り込むべき事項が生

じるなどの場合は、必要に応じ、基本計画を見直すことが望ましい。 
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○秋田県男女共同参画推進条例 

（平成十四年三月二十九日秋田県条例第十八号） 

 

目次 

前文 

第一章 総則(第一条―第六条) 

第二章 基本的施策(第七条―第十五条) 

第三章 性別による人権侵害の禁止(第十六条) 

第四章 苦情の処理(第十七条・第十八条) 

第五章 秋田県男女共同参画審議会(第十九条―第二十三条) 

附則 

 

人はすべて、性別にかかわらず、個人として尊重され、法の下に平等でなければならない。しかし、

性別によって役割を固定的にとらえる意識や慣行は、家庭、職場、学校、地域社会等において、今なお

残されており、男女の自由な活動の選択の妨げとなっている。 

一方、少子高齢化の進展、人口の減少等の社会情勢の変化に伴い、自然、文化、産業、人材等あらゆ

る資源を有効に活用し、豊かで活力のある社会を形成していくことが求められている。 

これらの課題を克服するためには、社会における制度や慣行が男女の自由な活動の選択に影響を及ぼ

さないようにすることにより、男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆ

る分野における活動に参画できる機会が確保されるよう、男女共同参画の推進を図っていくことが何よ

りも重要である。 

ここに、男女共同参画の推進の方向を明らかにし、事業者、市町村等との協調を図りながら、男女共

同参画を総合的かつ計画的に推進するため、この条例を制定する。 

 

第一章 総則 

 

(目的) 

第一条 この条例は、男女共同参画に関する基本指針を定め、並びに県、事業者及び県民の責務を明ら

かにするとともに、男女共同参画の推進に関する施策の基本的な事項を定めることにより、男女共同

参画を総合的かつ計画的に推進することを目的とする。 

 

(定義) 

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

一 男女共同参画 男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野に

おける活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利

益を享受することができ、かつ、共に責任を担うことをいう。 

二 積極的改善措置 前号に規定する機会に係る男女間の格差を改善するため必要な範囲内におい

て、男女のいずれか一方に対し、当該機会を積極的に提供することをいう。 
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(基本指針) 

第三条 男女共同参画は、次に掲げる事項を基本的な指針として推進されなければならない。 

一 男女が、性別による差別的取扱いを受けないこと、男女が個人として能力を発揮する機会が確保

され、自己の意思と責任による多様な生き方を選択できることその他の男女の人権が尊重されるこ

と。 

二 男女の社会における活動の選択に対して、社会における制度又は慣行が及ぼす影響をできる限り

中立なものとするように配慮すること。 

三 男女が、県における政策又は民間の団体における方針の立案及び決定に共同して参画する機会が

確保されること。 

四 家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭生

活における活動を行い、かつ、職場、地域その他の社会生活における活動を行うことができるよう

にすること。 

五 男女が、それぞれの身体についての特徴を理解し合うことにより、妊娠、出産等に係る相互の判

断を尊重し、生涯を通じて心身ともに健康に生活できるようにすること。 

六 国際社会における取組を勘案し、その動向に配慮すること。 

七 県、事業者、県民及び市町村が連携協力を図りながら、それぞれ主体的に取り組むこと。 

 

(県の責務) 

第四条 県は、前条各号に掲げる基本指針(以下「基本指針」という。)に基づき、男女共同参画の推進

に関する施策(積極的改善措置を含む。以下同じ。)を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

(事業者の責務) 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本指針を尊重し、当該事業者に雇用される男

女が能力を十分に発揮できる環境の整備に積極的に取り組むとともに、県の施策に協力するように努

めなければならない。 

 

(県民の責務) 

第六条 県民は、基本指針にのっとり、男女共同参画の推進に寄与するように努めなければならない。 

 

第二章 基本的施策 

 

(基本計画) 

第七条 知事は、男女共同参画の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、男女共同参

画の推進に関する基本的な計画(以下「基本計画」という。)を定めなければならない。 

2 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 総合的かつ長期的に講ずべき男女共同参画の推進に関する施策の大綱 

二 前号に掲げるもののほか、男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため

に必要な事項 

3 知事は、基本計画を定めようとするときは、あらかじめ、秋田県男女共同参画審議会の意見を聴く
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ほか、県民の意見を反映させるために必要な措置を講じなければならない。 

4 知事は、基本計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。 

5 前二項の規定は、基本計画の変更について準用する。 

 

(市町村に対する協力) 

第八条 県は、市町村における男女共同参画の推進に関する計画の策定及び施策の実施について、情報

の提供、助言その他の必要な協力を行うものとする。 

 

(県民等に対する支援) 

第九条 県は、県民及び民間の団体が行う男女共同参画の推進のための活動について、交流の機会の提

供、情報の提供、相談その他の必要な支援を行うものとする。 

 

(施策の策定等に当たっての配慮) 

第十条 県は、男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる県の施策を策定し、及びこれを実施す

るに当たっては、男女共同参画の推進に配慮するものとする。 

 

(男女間の暴力の防止に関する取組) 

第十一条 県は、配偶者間その他の男女間の暴力を防止するよう啓発、相談、被害者に対する支援その

他の必要な措置を講ずるように努めるものとする。 

 

(教育の充実等) 

第十二条 県は、男女共同参画の推進に関し、学校教育その他の教育及び広報活動を通じて、事業者及

び県民の理解を深めるよう適切な措置を講ずるように努めるものとする。 

 

(男女共同参画推進月間) 

第十三条 県は、県民の間に広く男女共同参画についての関心と理解を深めるとともに、積極的に男女

共同参画の推進に関する活動への参加を促進するため、男女共同参画推進月間を設ける。 

2 男女共同参画推進月間は、毎年六月とする。 

 

(調査研究等) 

第十四条 県は、男女共同参画の推進に関する施策を策定し、及び実施するため必要な情報の収集、分

析及び調査研究を行うものとする。 

 

(年次報告) 

第十五条 知事は、毎年、男女共同参画の推進の状況及び男女共同参画の推進に関し県が講じた施策を

明らかにする報告書を作成し、公表するものとする。 

 

第三章 性別による人権侵害の禁止 
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(性別による人権侵害の禁止) 

第十六条 何人も、いかなる場合においても、配偶者間その他の男女間において暴力行為又は精神的に

著しい苦痛を与える行為をしてはならない。 

2 何人も、いかなる場合においても、性的嫌がらせ(性的な言動により相手方の生活環境を害すること

又は性的な言動に対する相手方の対応により不利益を与えることをいう。)をしてはならない。 

 

第四章 苦情の処理 

 

(苦情の処理) 

第十七条 県内に住所を有する者又は在勤し、若しくは在学する者(次条において「県民等」という。)

は、前条に規定する行為その他の男女共同参画の推進を阻害する行為による被害を受けたときは、知

事に対し、苦情の処理の申出をすることができる。 

2 知事は、前項に規定する申出があったときは、関係機関と協力して当該申出に係る事項の処理に努

めるものとする。 

3 知事は、第一項に規定する申出に係る事項を処理させるため、男女共同参画苦情調整員(以下「苦情

調整員」という。)を置く。 

4 苦情調整員は、必要に応じて、第一項に規定する申出の関係者に対し、その協力を得た上で調査、

指導及び助言を行うことができるものとする。 

 

第十八条 県民等及び民間の団体は、男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる県の施策につい

て苦情がある場合は、知事に申し出ることができる。 

2 知事は、前項の規定による申出があった場合においてその処理について必要があると認めるときは、

次条に規定する秋田県男女共同参画審議会に諮問するものとする。 

3 知事は、前項の規定による諮問に対する答申があったときは、これを尊重して、速やかに適切な措

置を講ずるものとする。 

 

第五章 秋田県男女共同参画審議会 

 

(審議会の設置及び所掌事務) 

第十九条 第七条第三項及び第十八条第二項の規定による諮問に応じて調査審議をさせるため、秋田県

男女共同参画審議会(以下「審議会」という。)を置く。 

2 審議会は、前項に規定する調査審議をするほか、知事の諮問に応じ男女共同参画の推進についての

重要事項を調査審議するとともに、その事項に関して知事に意見を述べることができる。 

 

(組織及び委員の任期) 

第二十条 審議会は、委員十人以内で組織する。 

2 委員は、学識経験のある者のうちから、知事が任命する。 

3 委員の任期は、二年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

4 委員は、再任されることができる。 
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(会長) 

第二十一条 審議会に、会長を置く。 

2 会長は、委員の互選によって定める。 

3 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

4 会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理する。 

 

(会議) 

第二十二条 審議会は、会長が招集する。 

2 会長は、審議会の議長となる。 

3 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

4 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

 

(委任規定) 

第二十三条 この章に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に諮って定

める。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、平成十四年四月一日から施行する。 

(経過措置) 

2 男女共同参画社会基本法(平成十一年法律第七十八号)第十四条第一項の規定により定められた男女

共同参画計画は、第七条の規定により定められた男女共同参画基本計画とみなす。 

 

〔以下省略（特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の一部改正関係）〕 
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